








要約:HBウイルス母児感染予防で,PreS2抗原がHBウイルスの感染力の指標として有用でな

いかどうか検討した。HBe 抗原(Ag)陽性 HBsAg キャリアの母より生まれた児で①HBsAg キャ

リア化した例②HBV感染を予防できた例にわけると,母親の妊娠中(原則として9ヵ月時)の

血清で PreS2Ag は①で 210.45±1.69②では 26.17±1.27 で差を認めた。 

HBeAg陰性HBe抗体(Ab)陽性HBsAgキャリアの母より生まれた児で③HBVの一過性感染例と

④HBV 非感染例にわけると,母親の妊娠中の血清(原則として 9ヵ月)で,PreSAg(EIA 法)は,

③では 1.356±O.94(吸光度)であり,④では PreS2AgO.090±0.04 で差を認めた。 

従って HBV母児感染予防において HBVの感染力のマーカーとして HBcAg,HBeAb の測定以外

にPreS2Agを測定することは,生まれる児に対するHBV感染力の予知として有用であると考

えられた。 


